
平成27年9月8日（火）

社会資本総合整備計画 No２

静岡県における流域下水道による
汚水処理の推進

計画の期間 H22～H26（5箇年）
交付対象 静岡県
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計画概要

県内人口の３０％を占める流域下水道計画区域の
下水道整備を進めることによって、生活環境の改善
と公共用水域の水質保全を図る。

①流域下水道による下水処理人口普及率の増加
７４．７％（Ｈ２１末）→ ８０．７％（Ｈ２６末）

②全体計画処理能力に対する現況処理能力の増加
４４．７％（Ｈ２１末）→ ５２．４％（Ｈ２６末）

静岡県における流域下水道による汚水処理の推進

平成２２年度～平成２６年度

【計画の名称】【計画の名称】

【計画の目標】【計画の目標】

【事業期間】【事業期間】

【計画の成果目標（定量的指標）】【計画の成果目標（定量的指標）】
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Ｋ

第２期重点計画（H20～H24）第２期重点計画（H20～H24）

静岡県社会資本整備重点計画における位置付け
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●指標① 流域下水道による下水処理人口普及率
●指標② 全体計画処理能力に対する現況処理能力

静岡県
社会資本整備
重点計画

分野名 環境・景観 同左

目標名 良好な生活環境の確保 同左

指標名
汚水処理人口普及率 下水道処理人口普及率

目標値
68.8％ 77％

（Ｈ19末） → （Ｈ24末）
54.7％ 61％

（Ｈ19末） → （Ｈ24末）

Ｋ

第３期重点計画（H25～H29）第３期重点計画（H25～H29）
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●指標① 流域下水道による下水処理人口普及率
●指標② 全体計画処理能力に対する現況処理能力

静岡県
社会資本整備
重点計画

分野名 活力・交流 環境・景観

目標名
豊かで活力あるまちづくり・緑と
潤いのあるアメニティ空間の創出

資源の循環利用の推進

指標名
汚水処理人口普及率 下水汚泥リサイクル率

目標値
75.3％ 79.4％

（Ｈ24末） → （Ｈ29末）
96.1％ 98％

（Ｈ24末） → （Ｈ29末）

静岡県社会資本整備重点計画における位置付け

安全・安心
【目標1】

地震災害に強い基盤整備

【目標2】

風水害に強い基盤整備

【目標3】

土砂災害に強い基盤整備

【目標4】

交通事故防止対策の推進

活力・交流
【目標1】

農林水産業の新たな展開

【目標2】

豊かで活力あるまちづくり・

緑と潤いのあるアメニティ

空間の創出

【目標3】

道路網の強化

【目標4】

港湾機能の強化

【目標5】

競争力の高い魅力ある

富士山静岡空港の実現

環境・景観
【目標1】

豊かさを実感できる魅力

的な住まいづくりの推進

【目標2】

温室効果ガス排出削減

の推進

【目標3】

資源の循環利用の推進

【目標4】

エネルギーの地産地消

の推進

【目標5】

自然と調和する美しい

景観の創造と保全
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静岡県の流域下水道

流域下水道位置図

平成25年4月1日付けで静岡市へ移行

5

西遠流域下水道

天竜川左岸流域下水道 静清流域下水道

狩野川流域下水道

東部処理区

西部処理区

平成28年4月1日付けで浜松市へ移行
予定

平成27年4月1日付けで磐田市へ移行

◆事業の効果（西遠流域下水道）
西遠流域下水道における馬込幹線2条管

L=8,064mの整備により、馬込第15-2処理分区、
馬込第18-2処理分区の接続が可能になり、
下水道処理人口として約4万人を取込むことが
可能となった。

シールド工事状況

（仕上がり内径１５００ｍｍ）

1次覆工

事業効果の発現状況①
指標①【流域下水道による

下水処理人口普及率の増加】

馬込幹線2条管

西遠流域下水道計画一般平面図

L=8,064 m

2次覆工
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事業効果の発現状況②

②【全体計画処理能力に対する現況処理能力の増加】

完 成

平成25年11月時点

着 手 前

平成24年 1月時点

処理能力55,000ｍ3/日 処理能力66,000ｍ3/日

◆事業の効果（天竜川左岸流域下水道：磐南浄化センター）
天竜川左岸流域下水道における磐南浄化センター水処理施設増設の整備を実施。

処理能力が55,000m3/日から66,000m3/日となった。（11,000m3/日の能力増（約2万人分の汚水）

この増設により、全体で約13万人分の汚水を処理することが可能となった。

11,000ｍ3/日

能力増
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Ｋ

指標① 流域下水道による下水処理人口普及率の増加指標① 流域下水道による下水処理人口普及率の増加

定量的指標の達成状況
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指標② 全体計画処理能力に対する現況処理能力の増加指標② 全体計画処理能力に対する現況処理能力の増加

当初現況値 最終目標値 最終実績値 達成率

７４．７％
(899,846人 / 1,204,796人)

８０．７％ ８１．３％
(976,971人 / 1,200,979人)

110％

当初現況値 最終目標値 最終実績値 達成率

４４．７％
(382,500m3/日 / 856,600m3/日)

52．4％ ５６．6％
(484,750m3/日 / 856,600m3/日)

155%

●計画していた管渠整備工事等は、予定どおり完了した。

●最終実績値の普及率について、目標値を達成した。

●達成率は110％となった。

●市町面整備の進捗により、計画していた水処理施設整備工事を前倒し、完了した。

●最終実績値の処理能力について、目標値を達成した。

●達成率は155％となった。



Ｋ

その他の効果の発現状況その他の効果の発現状況
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今後の方針

○汚水を処理する過程で発生する下水汚泥について、年間約67,000m3発生するが、

その全てをセメントの材料及び堆肥にリサイクルし有効利用した。

今後の方針今後の方針

○流域関連市町と連携し、未普及区域の面整備促進及び計画的な処理施設の増設を

実施し、さらなる生活環境の改善と公共用水域の水質保全に努めていく。


